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イ） 障がい者差別解消法に取り組む対象 

2016 年 4 月 1 日より、「障害者差別解消法」が施行されました。 
差別解消の措置として、「障害除去の実施に伴う負担が過重でない場合、必要かつ合理的な

配慮がされなければならない」という国・地方公共団体等の法的義務・民間事業者の努力義
務が課せられることになりました。 
当連盟も公共施設の管理者として下記スピーカー等の購入を検討し、積極的に取り組んで

まいります。 
難聴者にも聞こえるバリアフリースピーカー 
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ウ）障がい者差別解消法とオリパラへの取り組み 
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（３） 保険への加入 
施設の管理運営には万全を尽くしますが、万一事故が発生し、管理者に管理責任が発生し

た場合に円滑な補償等を行うため、公益財団法人日本体育施設協会が取り
まとめている「スポーツファシリティーズ保険」へ加入します。 
施設所有管理者賠償責任保険 
・対人１億円／１事故３億円 
・対物１事故５００万円 

 

（４） PDCA サイクルの最適化 
基本方針の作成(PLAN）に始まり、計画に基

づき必要な能力を備えた業務従事者が実施・
管理(DO）、充実したモニタリング体制で管理
内容の問題点を抽出（CHECK)、問題発生の防
止措置を踏まえた改善提案を検討・再立案
(ACTION)するプロセスで、継続的な業務改善
を行い、サービスの質を担保します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

鳥取県営東山水泳場 

121 

鳥取県営東山水泳場 

鳥取県営東山水泳場は、鳥取県におけるスポーツ
の振興及び県民の心身の健全な発達に寄与するこ
とを目的に、米子市営東山水泳場として昭和５８
年６月に設置された屋外公認５０ｍ競泳プール、
屋内２５ｍ競泳プールと屋外公認飛込みプールを
備えた水泳競技における県内の重要な拠点施設で
あるとともに、全国大会や国民体育大会を開催し
てきた唯一の貴重な施設であります。 
また、東山運動公園内の中核施設として、県民の

健康・体力づくりとスポーツ振興を担う極めて重要な施設です。 
 
【施設概要】 

所在地 鳥取県米子市東山町９２ 

管理期間 平成２３年４月１日～継続中 

施設内容 

飛込みプール（22mx22mx5.2m） 
競泳プール及び管理棟（25mx7 ｺｰｽ） 
公認屋外５０ｍ競泳プール（50mx9 ｺｰｽ） 
駐車場（156 台収容）等 

 

 
【主な自主事業】 
私たち連盟は、昭和５８年の開館と同時に本水泳場で３０年以上に亘り、水泳教室を継続

的に実施してきました。現在では、アンケート等利用者のご意見を取り入れ、その結果を集
計分析し、ニーズにあった教室展開を行い年間延１０００回以上の教室を実施し、利用者の
方に大変喜ばれています。 
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むすびに 

鳥取県のスポーツ振興の拠点施設である旧米子市営東山水泳場を平成２３年度４月より、
私たち鳥取県水泳連盟が総力をあげて「愛着と心意気」をもって管理してまいりました。 
このたび、本業務計画書の作成にあたりましては、「東山水泳場」の全職員が日々取り組ん

でいる日常業務や思いを、精魂こめて形にさせていただきました。 
これからもこの「鳥取県営東山水泳場」の管理運営を地元や関係団体との連携を図りなが

ら行い、施設の活性化を全力で努めてまいります。 
「変わらない愛着と心意気」を持つ我々に、ぜひ担わせていただきたいと心から願っており
ます。 

 

 
 
 

プールのことはプロフェッショナルな 
私たちにお任せ下さい。 

 
 
 

ご高覧ありがとうございました。 
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収支予算書（平成２９年度） 

番号 　　　　項　　目 　　　金　　額 番号 　　　　項　　目 　　金　額

1 事業収入 24,200 1 人件費 31,490
2 事業外収入 800 2 労務管理費 50
3 指定管理委託料 55,632 3 賃金 1,560

4 消耗品費 2,732
5 ガス代 16,460
6 LPG代 97
7 水道代 8,300
8 電気代 7,861
9 修繕費 1,200
10 印刷製本費 156
11 役務費 237
12 委託料 2,502
13 広告費 208
14 使用料及び賃借料 321
15 備品購入費 154
16 旅費交通費 284
17 保険料 154
18 支払手数料 31
19 公課費 4,051
20 福利厚生費 361
21 車両費 104
22 図書研修費 82
23 消耗品費 115
24 一般管理費 1,869
25 雑費 253

合計 80,632 合計 80,632

番号 　　　　項　　目 　　　金　　額

1 清掃 570
2 ボイラー保守 150
3 消防設備保守 200
4 地下タンク漏洩検査 57
5 浄化槽保守 200
6 循環ろ過器保守 490
7 警備 324
8 空調機保守 511

合計 2,502

収　　入（千円） 支　　出（千円）

委　託　料　（千円）
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収支予算書（平成３０年度） 

番号 　　　　項　　目 　　　金　　額 番号 　　　　項　　目 　　金　額

1 事業収入 25,000 1 人件費 32,122
2 事業外収入 810 2 労務管理費 50
3 指定管理委託料 55,482 3 賃金 1,600

4 消耗品費 2,520
5 ガス代 16,360
6 LPG代 97
7 水道代 8,100
8 電気代 7,661
9 修繕費 1,700
10 印刷製本費 156
11 役務費 237
12 委託料 2,502
13 広告費 208
14 使用料及び賃借料 321
15 備品購入費 154
16 旅費交通費 484
17 保険料 154
18 支払手数料 31
19 公課費 4,051
20 福利厚生費 361
21 車両費 104
22 図書研修費 82
23 消耗品費 115
24 一般管理費 1,869
25 雑費 253

合計 81,292 合計 81,292

番号 　　　　項　　目 　　　金　　額

1 清掃 570
2 ボイラー保守 150
3 消防設備保守 200
4 地下タンク漏洩検査 57
5 浄化槽保守 200
6 循環ろ過器保守 490
7 警備 324
8 空調機保守 511

合計 2,502

収　　入（千円） 支　　出（千円）

委　託　料　（千円）
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収支予算書（平成３１年度） 

番号 　　　　項　　目 　　　金　　額 番号 　　　　項　　目 　　金　額

1 事業収入 25,500 1 人件費 32,764
2 事業外収入 830 2 労務管理費 50
3 指定管理委託料 55,032 3 賃金 1,604

4 消耗品費 2,520
5 ガス代 16,060
6 LPG代 97
7 水道代 7,900
8 電気代 7,561
9 修繕費 1,800
10 印刷製本費 156
11 役務費 237
12 委託料 2,502
13 広告費 208
14 使用料及び賃借料 321
15 備品購入費 154
16 旅費交通費 508
17 保険料 154
18 支払手数料 31
19 公課費 4,051
20 福利厚生費 361
21 車両費 104
22 図書研修費 82
23 消耗品費 115
24 一般管理費 1,769
25 雑費 253

合計 81,362 合計 81,362

番号 　　　　項　　目 　　　金　　額

1 清掃 570
2 ボイラー保守 150
3 消防設備保守 200
4 地下タンク漏洩検査 57
5 浄化槽保守 200
6 循環ろ過器保守 490
7 警備 324
8 空調機保守 511

合計 2,502

収　　入（千円） 支　　出（千円）

委　託　料　（千円）
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収支予算書（平成３２年度） 

番号 　　　　項　　目 　　　金　　額 番号 　　　　項　　目 　　金　額

1 事業収入 26,000 1 人件費 33,419
2 事業外収入 820 2 労務管理費 50
3 指定管理委託料 54,832 3 賃金 1,608

4 消耗品費 2,520
5 ガス代 16,000
6 LPG代 97
7 水道代 7,800
8 電気代 7,500
9 修繕費 1,900
10 印刷製本費 156
11 役務費 237
12 委託料 2,502
13 広告費 208
14 使用料及び賃借料 321
15 備品購入費 154
16 旅費交通費 520
17 保険料 154
18 支払手数料 31
19 公課費 4,051
20 福利厚生費 361
21 車両費 104
22 図書研修費 82
23 消耗品費 115
24 一般管理費 1,509
25 雑費 253

合計 81,652 合計 81,652

番号 　　　　項　　目 　　　金　　額

1 清掃 570
2 ボイラー保守 150
3 消防設備保守 200
4 地下タンク漏洩検査 57
5 浄化槽保守 200
6 循環ろ過器保守 490
7 警備 324
8 空調機保守 511

合計 2,502

収　　入（千円） 支　　出（千円）

委　託　料　（千円）
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収支予算書（平成３３年度） 

番号 　　　　項　　目 　　　金　　額 番号 　　　　項　　目 　　金　額

1 事業収入 26,022 1 人件費 33,419
2 事業外収入 830 2 労務管理費 50
3 指定管理委託料 54,800 3 賃金 1,608

4 消耗品費 2,520
5 ガス代 16,000
6 LPG代 97
7 水道代 7,800
8 電気代 7,500
9 修繕費 1,900
10 印刷製本費 156
11 役務費 237
12 委託料 2,502
13 広告費 208
14 使用料及び賃借料 321
15 備品購入費 154
16 旅費交通費 520
17 保険料 154
18 支払手数料 31
19 公課費 4,051
20 福利厚生費 361
21 車両費 104
22 図書研修費 82
23 消耗品費 115
24 一般管理費 1,509
25 雑費 253

合計 81,652 合計 81,652

番号 　　　　項　　目 　　　金　　額

1 清掃 570
2 ボイラー保守 150
3 消防設備保守 200
4 地下タンク漏洩検査 57
5 浄化槽保守 200
6 循環ろ過器保守 490
7 警備 324
8 空調機保守 511

合計 2,502

収　　入（千円） 支　　出（千円）

委　託　料　（千円）
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